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皆さんのご参加をお待ちしています 

  

 吉祥寺東コミュニティ協議会(九浦の家） 
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 第1部 三浦展さん（都市問題研究家）のお話 
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吉祥寺東コミュニティ協議会 
● 武蔵野市吉祥寺東町  

 １－１２－６ 
吉祥寺東コミュニティ  
センター（九浦の家）  

●電話０４２２－２１－４１４１ 

東
町
の
人 

 
 東

西
を
結
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の｢
文
化

の
交
差
点｣

で
仏
教
遺
跡
を
発
掘 

 
 

  

加
藤
九
祚

 
 

 
 

 
 

 

き
ゅ
う
ぞ
う

さ
ん 

  

「シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
の
発
掘
調
査
は 

私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
で
す
」 

 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
心
地
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
南
端
テ
ル
メ
ズ
郊
外
で
カ
ラ
・
テ
パ=

黒
い

岡=

仏
教
遺
跡
の
発
掘
を
し
て
い
る
加
藤
九
祚

さ
ん
は
、
今
年
の
文
芸
春
秋
一
月
号
巻
頭
の

エ
ッ
セ
イ
の
終
わ
り
を
「
今
年

92
歳
、
自
分

は
幸
運
な
人
間
だ
と
思
っ
て
い
る
。
友
人
た

ち
も
そ
う
言
う
。
さ
ら
な
る
大
発
見
を
乞
う

ご
期
待
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。 

 

加
藤
さ
ん
の
こ
の
発
掘
の
取
り
組
み
は

75

歳
の
時
に
始
ま
っ
て
い
る
。 

「

20
代
、
シ
ベ
リ
ヤ
で
四
年
八
か
月
の
抑
留

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
自
分
の
置
か
れ
て
る

状
況
を
知
り
た
い
一
心
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
て
ロ
シ
ヤ
語
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
う

し
て
ロ
シ
ヤ
語
を
「
勉
強
」
し
た
こ
と
が
、

帰
国
後
、
私
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」 

        

「
昔
か
ら
知
識
欲
の
強
い(

笑)

人
間
な
の

で
、
出
版
社
に
勤
め
な
が
ら
、
シ
ベ
リ
ヤ
の

歴
史
を
中
心
に
、
中
央
、
北
ア
ジ
ア
の
勉
強

を
し
ま
し
た
。
梅
卓
忠
夫
さ
ん
か
ら
お
誘
い

を
受
け
、
国
立
民
族
学
博
物
館
に
移
り
、
そ

こ
で
ソ
連
邦
に
住
む
諸
民
族
の
資
料
収
集
を

担
当
し
ま
し
た
。
何
度
も
旅
行
し
人
間
関
係

も
強
固
な
も
の
が
出
来
ま
し
た
」 

 

―
そ
の
頃
大
仏
次
郎
賞
受
賞
の
「
天
の
蛇
」

(

河
出
書
房)
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
ね
。 

「
ロ
シ
ヤ
の
言
語
学
者
、
民
俗
学
者
で
日
本

文
化
を
愛
し
、
よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
ネ
フ

ス
キ
ー
の
生
涯
を
研
究
し
、
処
刑
、
名
誉
回

復
と
い
う
数
奇
な
運
命
に
つ
い
て
書
い

た
も
の
で
す
。
そ
の
取
材
中
に
「
他
人

の
や
ら
な
い
新
し
い
こ
と
を
や
れ
」
と

い
う
彼
の
日
本
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

言
葉
に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
」 

―
そ
れ
が
今
取
り
組
ま
れ
て
い
る
遺
跡

の
発
掘
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
す
か
。 

「
私
に
は
実
現
不
可
能
か
な
、
と
お
も

い
ま
し
た
が
、
中
央
ア
ジ
ア
の
遺
跡
発

掘
な
ら
僅
か
な
資
金
と
人
脈
と
体
力
、

シ
ベ
リ
ヤ
仕
込
み
の
ロ
シ
ヤ
語
が
あ
れ

ば
、
現
地
の
専
門
家
と
共
同
で
「
新
し

い
こ
と
＝
発
掘
」
が
出
来
る
か
も
し
れ

な
い
と
、 

 

大
学
を
定
年
後
、
年
金
を
節
約
し
小
規 

模
な
発
掘
を
始
め
ま
し
た
」 

―
始
め
て
す
ぐ
に
大
規
模
な
世
紀
の
大
発 

見
に
つ
な
が
る
か
も
知
れ
な
い
仏
教
遺
跡 

に
遭
遇
し
た
の
で
す
ね
。 

「
そ
う
で
す
。
発
掘
を
進
め
る
に
は
資
金 

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
多
く
の
方
々 

に
よ
り
後
援
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ご
支
援 

を
頂
い
て
発
掘
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
は 

今
で
も
毎
年
二
か
月
は
現
地
に
滞
在
し
、 

作
業
を
し
て
い
ま
す
」 

 

こ
う
し
た
業
績
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
統
領 

か
ら
友
好
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
同
国
小
学 

６
年
生
の
社
会
科
教
科
書
に
も
登
場
し
て
い 

ま
す
。 

「
今
の
発
掘
は
、
私
の
生
涯
の
仕
事
で
す
。 

ふ
り
か
え
れ
ば
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
か
ら
始
ま 

っ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
の
関
り
に
何
か
運 

命
的
な
も
の
を
感
じ
ま
す
」 

―
昨
年
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
古
代
都
市
」 

（
岩
波
新
書)

を
出
さ
れ
ま
し
た
ね
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

                      

「
こ
の
半
世
紀
の
間
に
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

舞
台
と
す
る
文
化
交
流
に
つ
い
て
、
世
紀
の 

大
発
見
や
優
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
来
ま
し

た
。
多
く
の
考
古
学
者
に
よ
っ
て
忘
却
の
淵 

か
ら
堀
り
出
さ
れ
た
都
市
や
、
そ
こ
で
生
き

て
き
た
人
々
の
生
活
の
紹
介
を
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」 

 

毎
日
、
東
町
の
自
宅
か
ら
市
内
の
資
料
、
出

土
品
等
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
研
究
室
へ
自
転
車

で
通
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
道
で
出
会
う
近
所

の
人
に
気
さ
く
に
声
を
か
け
る
大
先
生
。 

「
近
々
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
へ
出
か
け
ま
す
」 

 

今
頃
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
夜
空
の
星
を
な

が
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 
   

街
並
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で 

  

東
町
二
丁
目
を
歩
く 

  
東
町
二
丁
目

45
の
東
京
女
子
大
学
側
に

長
崎
県
島
原
市
の
学
生
寮
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
寮
が
三
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
寮
は
昭
和

16
年
、
太
平
洋

戦
争
下
、
加
速
す
る
中
島
飛
行
機
武
蔵
製

作
所
で
の
作
業
に
従
事
す
る
女
工
宿
所
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
を
戦
後
島
原
市
が

買
い
取
り
、
学
生
寮
と
し
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
20
名
程
の
学
生
さ
ん
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
建
築
当
時
の
下
駄
箱
は
70
名
分
も

あ
る
そ
う
で
、
一
部
屋
に
３
～
４
名
が
寝
起
き

し
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
こ
か
ら
道
一
本
西
に
、
今
年
生
誕
百
年

の
政
治
思
想
史
家 

丸
山
真
男
氏
の
木
造
の

家
が
あ
り
ま
す
。
北
隣
の
広
い
紅
梅
白
梅

や
灌
木
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
は
、
三
雲
祥

之
助
画
伯
の
ア
ト
リ
エ
で
す
。
こ
の
小
路
を

女
子
大
通
り
へ
出
る
と
、
鈴
木
千
九
馬
画

伯
の
家
が
あ
り
、
変
電
所
の
北
に
は
桜
の

画
家
中
川
紀
元
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

ア
ト
リ
エ
は
も
う
あ
り
ま
す
ん
。 

 

北
宮
本
小
路
一
本
西
に
は
、
丸
山
真
男
と

親
交
が
あ
っ
た
中
国
文
学
、
魯
迅
研
究
、
評

論
の
竹
内
好
氏
。
二
丁
目
の
若
い
地
番
に

も
、
文
化
人
が
多
数
住
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

   
★
完
成
か
ら

10
年
、
色
が
薄
れ
て
き
た
宮

本
小
路
、
東
十
一
小
路
（
人
に
や
さ
し
い
道
）

は
、
三
月
末
予
定
が
少
し
遅
れ
た
も
の
の
、

白
い
区
画
線
、
交
差
点
の
赤
色
舗
装
、
自
発

光
式
道
路
鋲
改
修
が
完
了
し
ま
し
た
。 

 

★
昨

25
年
九
月
要
望
し
た
市
道
通
称
名

112
号
線
を
「本
宿
小
通
り
」、
市
道

119
号

線
を
「三
中
通
り
」が
、
三
月
正
式
採
用
に
。 

 

★
東
町
二
丁
目
道
路
問
題
（抜
け
道
対
策
） 

 

平
成

25
年
三
月

22
日
、
武
蔵
野
警
察
署

の
道
路
交
通
課
長
か
ら
「女
子
大
通
り
の
み

ま
つ
小
路
以
西
全
面
右
折
禁
止
試
行
案
」

取
止
め
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

理
由
は
①
地
域
に
反
対
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
。
②
福
祉
車
両
の
運
用
に
困
る
と
い
う
話

が
警
察
に
来
た
。
③
通
過
交
通
量
が
減
っ
て

い
る
の
３
点
。
警
察
提
案
の
反
対
者
と
の
話

し
合
い
の
場
も
不
調
で
し
た
。
こ
の
件
で
、

21
年
六
月
対
象
地
域
で
い
た
だ
い
た
右
折

禁
止
試
行
の
世
帯
署
名
は
375
。
内
同
意

351
不
同
意

24
。
報
告
を
投
函
し
ま
し
た
。 

 

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
５
回
を
経
て
、
下
水
道
施

設
上
の
公
園
名
が
「吉
祥
寺
東
町
ふ
れ
あ
い

公
園
」。
プ
ー
ル
跡
地
は
「そ
よ
風
緑
地
」に
。 

 

★
吉
祥
寺
の
杜 

宮
本
小
路
公
園
四
月

13

日
開
園
。
防
災
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
本

町
の
吉
祥
寺
公
園
か
ら
移
設
し
ま
し
た
。 

 
こ
の
公
園
の
枝
垂
桜 

素
敵
で
す
。 

◎
一
月

29
日
閉
店
し
た
つ
る
か
め
ら
ん
ど
は
、

二
月

17
日
イ
オ
ン
系
「 

ア
コ
レ
」
と
し
て
開
店
。

明
る
く
少
し
通
路
が
広
が
る
。 

◎
藤
井
古
書
東
「 

わ
じ
ま
」
あ
と
に
は
パ
イ
と

キ
ッ
シ
ュ
のBREA

K T
IM
E 

二
月

10
日
開
店
。 

◎
旧
サ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
西
隣
り
に
ヘ
ア

カ
ッ
ト
専
門
店
メ
ン
ズoasis

・レ
デ
ィ
ー
スocean  

◎
西
友
南
隣
ウ
イ
ズ
ビ
ル
が
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

に
。
ホ
ン
コ
ン
シ
ョ
ッ
プ
も
閉
店
。 

◎
五
日
市
街
道
石
川
米
店
は
工
務
店
に
。 

◎
吉
祥
寺
の
文
化
拠
点
の
一
つ
だ
っ
た
バ
ウ
ス
シ

ア
タ
ー
が
五
月
末
で
閉
館
し
ま
す
。 

◎
四
丁
目
吉
祥
女
子
北
の
家
、学
校
の
駐
輪
場
に
。 

◎
東
十
一
小
路
、
住
宅
の
向
こ
う
に
見
え
る
菜
の

花
の
塊
。
農
園
が
あ
り
ま
し
た
。
一
時
的
に
借
用

し
て
土
を
肥
や
し
、
今
は
大
根
、
人
参
、
小
松
菜
、

み
ず
菜
、
レ
タ
ス
な
ど
多
種
収
穫
し
て
い
ま
す
。

野
菜
屑
を
ぼ
か
し
を
使
っ
て
作
る
堆
肥
は
臭
い

も
感
じ
ら
れ
な
い
。
（ 

上
の
写
真
の
一
番
下
） 

◎
東
町
駐
在
の
矢
沢
夫
妻
、
異
動
な
く
今
年
度

も
稲
荷
町
駐
在
の
尾
崎
さ
ん
と
共
に
、
東
町
の
面

倒
を
見
て
く
れ
ま
す
。 

 

◎
三
月

12
日
午
後
、
う
ぐ
い
す
小
路
入
口
信
号

の
上
に
、
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
入
口

の
看
板
を
設
置
、
手
前
で
見
上
げ
る
と
見
え
ま
す
。 

◎
三
月
末
、
四
軒
寺
す
い
す
い
プ
ラ
ン
予
定
地
大

法
寺
の
通
り
角
と
、
み
す
ず
建
設
側
の
ア
パ
ー
ト

が
取
り
壊
さ
れ
る
。
工
事
は
遅
れ
る
そ
う
で
、
額

屋
さ
ん
美
容
院
は
ま
だ
営
業
続
け
る
予
定
。
最

西
角
の
空
き
地
は
時
間
貸
し
駐
車
場
に
。 

◎
東
町
事
故
・事
件
（ 

一
月
～
三
月
） 

人
身
―
一
丁
目
２ 

二
丁
目
１
（ 

車×

車
１
、
自

転
車×

車
２
） 

物
件
一
丁
目

14 

二
丁
目
２ 

三
丁
目
３  

四
丁
目
２
（ 

自
転
車
多
い
）
21
件 

侵
入
窃
盗
１
．二
月
大
雪
道
路
の
倒
木
処
理
２ 

東
町
火
災 

二
月
１ 

三
月
１
（ 

ス
ト
ー
ブ
に

洗
濯
も
の
と
、
寝
た
ば
こ
が
原
因
。
何
れ
も
小
火
） 

 
 

 
  

左回わりに 丸山真男邸 竹内好邸 三雲祥之助邸 中川紀元邸あと  
下は東十一小路の農園 

  3月23日九浦の家の「街並ウオッチング」 
  は、島原学生寮からスタート 

東
十
一
小
路
農
園
の
大
根
、
菜
花 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 

 
 
 

◎
三
月

20
日
第
三
中
学
卒
業
式
は
あ
い
に
く

の
雨
。
４
ク
ラ
ス

138
名
が
立
派
に
巣
立
ち
ま
し

た
。
式
は
３
時
間
に
及
び
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で

緊
張
感
あ
ふ
れ
、
き
ち
ん
と
し
た
式
で
し
た
。 

◎

25
日
第
四
小
と
本
宿
小
の
卒
業
式
は
、
久
し

ぶ
り
に
快
晴
の
卒
業
式
。
本
宿
小
は
一
昨
年
の

60
周
年
、
昨
年
の
防
災
教
育
研
究
発
表
を
担
っ

た
生
徒
た
ち
二
ク
ラ
ス

55
名
。
す
っ
か
り
大
人

び
、
咲
き
揃
っ
た
コ
ブ
シ
の
よ
う
に
清
々
し
い
卒

業
生
で
し
た
。
第
四

小
は
二
ク
ラ
ス

59

名

卒

業
。
両

校

と

も
、
久
し
ぶ
り
に
校
庭

の
花
の
ア
ー
チ
で
送

り
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

貯
留
槽
完
成
お
く
れ
る 

大
雪
が
追
い
打
ち 

地
面
の

割
れ
目
も
ま
だ
心
配 

  
二
月

25
日
下
水
道
建
設
協
議
会

と
工
事
連
絡
会
の
合
同
会
議
で
、

二
月
の
二
度
の
大
雪
で
、
工
事
現
場

の
養
生
に
時
間
を
取
ら
れ
、
作
業
が

深
夜
２
時
に
及
ん
だ
こ
と
に
た
い
し

て
お
詫
び
が
あ
り
ま
し
た
。
雪
に
よ

り
瑞
穂
町
の
残
土
受
け
入
れ
施
設
が
二
月

10
日
ま
で
閉
鎖
と
な
り
、
再
開
後
も
受
け

入
れ
ダ
ン
プ
台
数
を
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
搬

送
が
大
変
で
し
た
。
そ
れ
以
上
に
、
土
の
水

分
を
極
力
減
ら
す
よ
う
求
め
ら
れ
、
そ
れ

も
工
事
が
遅
れ
る
一
因
で
す
。
掘
り
下
げ

位
置
が
低
く
な
っ
て
、
土
を
上
に
あ
げ
運
び

出
す
能
力
も
落
ち
る
、
地
盤
が
固
く
な
っ
た

な
ど
の
理
由
で
、
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち

て
い
ま
す
。 

 

築
造
工
事
は
現
在
５
ロ
ッ
ト
ま
で
沈
下
し
、

四
月
７
日
予
定
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ちi

で
貯

留
槽
本
体
の
最
後
の
６
ロ
ッ
ト
目
の
工
事
が

終
了
。
東
半
分
は
さ
ら
に
機
器
装
置
な
ど

が
入
る
１
ロ
ッ
ト
分
の
鉄
筋
型
枞
工
事
と
基

盤
下
の
掘
削
が
あ
り
ま
す
。 

 

十
月
末
ば
に
始
ま
っ
た
、
女
子
大
通
り
の

南
半
分
に
か
か
る
分
水
人
孔
は
ほ
ぼ
出
来

上
が
り
、
土
が
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
山
留
め
シ
ー

ト
パ
イ
ル
を
抜
く
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

  

前
号
で
お
知
ら
す
し
た
工
事
現
場
周
辺
の

道
路
の
割
れ
目
や
住
宅
の
テ
ラ
ス
と
家
屋
の

間
に
で
き
た
隙
間
は
、
工
法
に
よ
る
地
面
の

引
き
込
み
と
考
え
ら
れ
、
一
番
影
響
が
あ
っ

た
北
側
は
、
鋼
矢
板
を
打
っ
た
上
で
、
ロ
ー

ラ
ー
ガ
イ
ド
支
保
と
い
う
、
突
っ
張
り
で
掘

削
面
が
貯
留
槽
側
へ
引
っ
張
ら
れ
て
傾
く
の

を
防
ぐ
装
置
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

12 
か
所
で
傾
斜
計
に
よ
る
縦
方
向
、
横
方

向
の
測
定
が
20
日
前
後
の
間
隔
で
行
わ
れ

て
い
て
、
数
値
は
２
ミ
リ
程
度
の
変
化
で
す

が
、
住
民
は
、
見
た
感
じ
で
は
も
っ
と
下
が
っ

て
い
る
よ
う
だ
と
不
安
を
語
っ
て
い
ま
す
。

工
事
に
関
し
て
は
、
協
定
書
が
あ
り
ま
す

が
、
地
面
の
下
で
見
え
な
い
部
分
の
こ
と
な

の
で
、
不
安
は
半
年
後
と
い
う
よ
う
な
短
期

で
な
く
、
長
い
将
来
ま
で
続
く
も
の
で
す
。 

 

同
じ
工
法
で
貯
留
槽
を
建
設
中
の
北
町
保

育
園
旧
園
庭
の
工
事
現
場
で
、
タ
ワ
ー
ク

レ
ー
ン
が
急
に
傾
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

枞
の
不
等
沈
下
が
原
因
の
よ
う
で
す
が
、
工

事
が
２
週
間
中
断(

二
月

24
日
再
開
）し
た

こ
と
も
、
心
配
を
上
書
き
し
ま
し
た
。
将
来

地
盤
沈
下
な
ど
起
こ
っ
た
ら
ど
う
し
て
も
ら

え
る
の
か
、
こ
こ
数
カ
月
、
下
水
道
施
設
建

設
協
議
会
と
工
事
連
絡
会
が
合
同
で
開
か

れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
協
定
書
の
改
定
も
含

め
、
方
法
を
模
索
中
で
す
。  

 

ゴ
ミ
処
理
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な

く
、
市
民
生
活
の
負
の
部
分
を
引
き
受
け

る
施
設
は
、
こ
の
合
流
式
下
水
改
善
施
設
で

も
、
周
辺
の
住
民
の
大
き
な
負
担
と
我
慢

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。  

外
環
道
路
問
題 

 

外
郭
環
状
線
本
線
は
、
地
下

40
ｍ
以
下
に

造
る
予
定
な
の
で
、
武
蔵
野
市
内
は
地
面
の

下
を
通
る
だ
け
で
、
立
退
き
な
ど
の
問
題

は
、
本
線
建
設
に
関
し
て
は
あ
り
ま
す
ん

が
、
二
月

23
・
24
両
日
「東
京
外
か
く
道

路
大
深
度
地
下
使
用
認
可
申
請
に
係
る
公

聴
会
」が
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
新
宿
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
で
、
一
人

30
分
ず
つ
、
一
日
７
時
間
行
わ

れ
、
武
蔵
野
市
か
ら
は
３
名
が
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
記
録
は
吉
祥
寺
東
・本
宿
・南
町

の
各
コ
ミ
セ
ン
に
あ
り
ま
す
。 

 

地
上
部
道
路
に
関
し
て
は
、
練
馬
区
で
昨

年
十
二
月
下
旬
に
「地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
ま
す
」の
記
者
発
表
後
、
一

月
に
３
回
の
意
見
を
聴
く
会
と
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
都
資
料
で
は
道
路
幅

の
異
な
る
３
案
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
練

馬
区
の
道
路
の
在
り
方
の
武
蔵
野
市
へ
の
影

響
は
、
解
釈
の
し
よ
う
に
よ
っ
て
は
問
題
を

は
ら
ん
で
い
る
の
で
、
三
コ
ミ
セ
ン
ネ
ッ
ト
の

「武
蔵
野
地
区
外
環
問
題
協
議
会
」事
務

局
会
議
で
は
今
後
に
注
目
し
て
い
ま
す
。 

 

三
月

28
日

14
時
か
ら
市
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
外
環
担
当
（恩
田
部
長
、
山
家
副

参
事
他
）と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

第18

回
「武
蔵
野
市
に
お
け
る
地
上
部
街
路

に
関
す
る
話
合
い
の
会
」で
都
の
言
う
必
要

性
（整
備
効
果
）の
話
に
入
る
か
注
目
さ
れ

ま
す
。
。 

か
ま
く
ら
が
で
き
た
よ 

◇
地
域
団
体
総
会 

 

東
部
福
祉
の
会 

四
月

17
日

14
時 

本
町
コ
ミ 

 

青
少
協
本
宿
地
区 

四
月

18
日

19
時 

本
宿
小 

 

吉
祥
寺
東
コ
ミ 

四
月

19
日

14
時 

九
浦
の
家 

 
 

 
  

一
部 

三
浦
展
氏
講
演 

二
部 

総
会
議
事 

 

本
宿
コ
ミ 

四
月

20
日 

14
時 

本
宿
コ
ミ 

  

東
部
防
災
会  

五
月

17
日 

14
時
本
宿
コ
ミ 

◇ 

九
浦
つ
ど
い 

四
月

24
日 

19
時   

 

「こ
ん
な
人
が
住
ん
で
い
た
東
町
」ウ
オ
ッ
チ
報
告 

  

つ
ど
い 

五
月

22
日
「自
転
車
問
題
」市
・
警
察 

◇
ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾
５ 

 

五
月

10
日 

 
 

「
台
湾
に
残
る
日
本
」 

坂
井
充
子
氏 

 

◇
九
浦
フ
リ
マ
五
月
25
日
（日
）
10
時
半~

13
時 

◇
落
語
会 

春
風
亭
朝
也 

五
月

27
日

14
時
～ 

◇

18
回
「
武
蔵
野
市
に
お
け
る
地
上
部
街
路
に 

 
 

 

関
す
る
話
合
い
の
会
」 

四
月

17
日

19
時 

 
 

 

商
工
会
館
ゼ
ロ
ワ
ン
ホ
ー
ル 

予告 

 
 

 
 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

 
二
月
の
二
度
の
大
雪
で
、
都
市
の
生
活
の

も
ろ
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
、
温
か
い
か
と
思
う
と
ま
た
寒

い
日
と
い
う
三
月
下
旬
で
し
た
が
、
早
い
桜

は

25
日
に
は
開
花
し
ま
し
た
。
し
だ
れ
桜

が
早
か
っ
た
模

様
。
桜
の
種
類
が

増
え
ま
し
た
。 

バラエティに富んだ今年の雪像一丁目で 

二月9日、大雪翌日の→ 
都知事選投票所第三中 

久しぶり青空の下本宿小花アーチ 



   東コミ局 
  
 センターから  

 お知らせ 
 

 ０４．０３．３１ 
 

▼
三
月

22
日
か
ら

29
日
の
市

内
コ
ミ
セ
ン
ラ
リ
ー
、
九
浦
の
家
へ

の
ラ
リ
ー
来
館
者
は
446
人
。
九

浦
の
家
が
全
コ
ミ
セ
ン
ラ
リ
ー
の

上
り
の
方
は
５
名
で
し
た
。 

 

吉祥寺東コミュニティセンター ０４２２-２１－４１４１  higasi-c@parkcity.ne.jp 

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾
編
４ 

２
月
２
日 

「 
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
宝
島
・
台
湾
」 

「
湾
生
」
と
い
う
存
在
を
紹
介 

 

長
谷
川
東
星
さ
ん 

  

現
在
は
台
湾
へ
の
旅
行
は
九
州
に
行
く
よ
う
な

身
近
さ
で
す
。
台
湾
の1900

年
頃
生
ま
れ
の
方
は

日
本
語
教
育
を
受
け
た
関
係
で
、
日
本
語
を
話

す
方
が
多
か
っ
た
。
今

80
才
以
上
に
な
ら
れ
ま

す
が
、
台
湾
生
ま
れ
の
日
本
人
で
、
戦
後
日
本
に

引
き
揚
げ
た
方
を
「湾
生
」と
言
い
ま
す
。
自
然

に
恵
ま
れ
た
南
国
で
育
っ
た
す
い
か
、
生
活
的
に

は
感
性
が
豊
か
で
、
服
装
な
ど
お
洒
落
な
所
が
あ

り
ま
す
。
今
で
も
交
流
が
あ
り
、
戦
後
年
経
つ
て

も
一
本
の
線
で
繋
が
っ
て
い
て
、
日
本
と
台
湾
の

絆
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

  

国
策
映
画
「南
進
台
湾
」（日
本
の
統
治
時
代
）

を
台
湾
の
大
学
生
が
昨
年D

V
D

化
し
た
の
を
見

す
て
貰
い
ま
し
た
。 

 

我
々
日
本
の
富
と
恵
を
熱
と
光
の
台
湾
へ。
「亜

熱
帯
に
位
置
し
、
木
の
葉
を
広
げ
た
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
。
東
は
太
平
洋
の
波
に
続
き
ア
メ
リ
カ

ま
で
、
南
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
海
、
西
は
台
湾
海
峡
を

隔
て
て
シ
ナ
、
北
は
東
シ
ナ
海
―
経
済
的
に
も
雄

大
に
展
開
、
美
味
し
い
果
物
が
取
れ
る
島
で
す
」

と
い
う
見
出
し
で
始
ま
る
映
像
は
、
非
常
に
優
れ

た
日
本
の
建
築
（レ
ン
ガ
造
り
）が
次
々
と
登
場
し

ま
す
。
現
在
も
そ
の
建
物
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に

は
感
心
し
ま
し
た
。
（新
竹
の
駅
な
ど
は
三
百
年

も
経
っ
て
い
る
）。
日
本
は
植
民
地
に
理
想
都
市

を
造
っ
た
わ
け
で
す
。
温
泉
が
あ
り
、
お
馴
染
み

の
烏
龍
茶
、
台
湾
バ
ナ
ナ
の
農
園
、
日
月
潭
、
阿

里
山
な
ど
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

長
谷
川
東
星
さ
ん
は
台
湾
新
竹
市
生
ま
れ
、

吉
祥
寺
東
町
女
子
大
通
り
育
ち
。
終
戦
後
は
い

じ
め
ら
れ
た
と
も
。 

 

武
蔵
野
市
中
町

で
貿
易
会
社
を
営

み
、
台
湾
の
本
当
の

魅
力
を
伝
え
た
い

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・サ
イ
ト
「キ
ラ
キ
ラ
台
湾
」運
営
中
、
雑
誌
「ま

ほ
ろ
ば
台
湾
」を
発
行
し
て
い
る
。 

 

中
島
ゆ
み
子
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

 

三
月
２
日
14
時
か
ら
、
待
ち
か
ね
た
コ
ン
サ
ー
ト
。

前
売
り
券
60
は
受
付
間
も
な
く
完
売
で
し
た
。 

 
今
回
は
大
曲
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
と
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

ソ
ナ
タ
。
間
に
こ
れ
か
ら
が
期
待

さ
れ
て
い
る
藤
原
右
京
君
の
ヴ
ィ
オ
ラ
、
望
月
ゆ

り
子
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
で
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
弦

楽
三
重
奏
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。 

 

圧
巻
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
。

参
加
者
を
魅
了
し
つ
く
し
た
２
時
間
で
し
た
。 

 
 

 
 

つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ 

 
 

 

一
月
は 

深
澤
達
也
市
議
に
聞
き
ま
し
た
。 

 

二
月
は 

「東
町
の
昭
和
史
」 

 

参
加
者

19
名
で
、
東
町
の
戦
前
・戦
中
・戦
後

の
子
ど
も
の
暮
ら
し
の
話
が
弾
み
ま
し
た
。
だ
ん

だ
ん
食
糧
事
情
が
厳
し
く
な
り
、
周
囲
は
一
面

畑
で
は
あ
っ
て
も
売
っ
て
も
ら
え
な
い
。
お
医
者

さ
ん
に
は
そ
れ
で
も
提
供
し
て
く
れ
る
農
家
が

あ
っ
た
の
で
、
ご
近
所
で
そ
れ
を
分
け
合
っ
た
と

い
う
、
お
医
者
さ
ん
の
息
子
さ
ん
。
大
変
さ
も
懐

か
し
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
語
り
手
は
全
員
昭

和
生
ま
れ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

三
月
の
つ
ど
い
は
、
コ
ミ
セ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に

組
み
込
ん
で
、
三
月

27
日
午
後
、
市
の
防
災
課

小
泉
係
長
と
工
藤
主
事
の
「家
庭
で
出
来
る

備
え
」出
前
講
座
で
し
た
。
防
災
に
関
し
て
は
地

域
で
お
な
じ
み
だ
っ
た
水
野
氏
が
人
事
異
動
、
今

後
は
工
藤
さ
ん
が
地
域
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り

ま
す
。
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。 

 

地
震
は
い
つ
、
ど
こ
に
い
る
時
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
。
何
時
で
も
何
処
で
も
役
だ
て
ら
れ
る
情
報

を
次
号
か
ら
発
信
し
ま
す
。 

 
 

 
 

   

▼
恒
例
お
も
ち
つ
き
を
一
月

26
日

11
時
～

13

時

550
名
ほ
ど
の
参
加
で
長
い
行
列
。
最
後
は
餅

米
が
不
足
し
配
る
数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
衛

生
に
は
注
意
し
、
消
毒
と
手
洗
い
徹
底
。
紙
タ
オ

ル
を
利
用
。
大
き
な
臼
は
修
理
が
必
要
で
す
。 

▼
庭
の
白
い
サ
ザ
ン
カ
の
太
い
枝
が
二
度
目
の
重

い
雪
で
裂
け
、
三
月
３
日
切
り
取
り
ま
し
た
。
雪

の
た
め
、
い
く
つ
か
の
主
催
教
室
を
中
止
。 

▼
落
語
会
の
世
話
人
井
部
氏
が
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
落
語
会
は
九
浦
事
業
と
し
て
今
年
度
は
五

月
・九
月
・一
月
の
３
回
開
催
し
ま
す
。
一
月

28

日
は
「時
そ
ば
」と
「真
田
小
僧
」。
五
月

27
日
春

風
亭
朝
也
落
語
会
を
予
定
。 

▼
事
務
室
の
ア
コ
ー
デ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
を
撤
去
し

レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
幅
に
変
え
て
便
利
に
。 

▼
セ
ン
タ
ー
の
東
に
あ
る
男
子
ト
イ
レ
お
よ
び
誰

で
も
ト
イ
レ
と
、
西
に
あ
る
女
子
ト
イ
レ
の
位
置

を
入
れ
替
え
た
い
と
市
に
要
望
を
出
し
た
と
こ

ろ
、
26
年
度
中
に
工
事
す
る
そ
う
で
す
。 

▼
ト
イ
レ
に
便
座
ク
リ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。 

▼
二
月
末
、
館
の
害
虫
駆
除
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

▼
運
営
委
員
と
通
信
配
布
な
ど
の
協
力
員
で
、
バ

ス
研
修
に
国
宝
妻
沼
聖
天
山
見
学
。
境
内
に
田

山
花
袋
の
「残
雪
」の
舞
台
、
料
亭
千
代
桝
も
。 

▼
三
月
６
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
連
絡
会
会
場
と

な
る
。
37
名
分
の
会
場
設
定
が
で
き
ま
し
た
。 

▼
九
浦
の
家
（吉
祥
寺
東
コ
ミ
）の
運
営
委
員
を

や
っ
て
み
ま
す
ん
か
。
ご
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ

さ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
通
信
配
布
な

ど
、
協
力
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

九
浦
の
家
窓
口
へお
出
で
く
だ
さ
る
か
電
話
で
。 

ヴァイオリン中島ゆり子 ピアノ田鶴浜静子 白熱のベートーベン 

    おもちつきの参加者であふれる九浦の庭 




